
応募者名：鳥取県県土整備部

平成２２年２月

事業の名称：街路上町松並線(大工町工区)整備事業

実施都市名：鳥取県鳥取市

様式３



当該道路周辺は、宅地、店舗はもとより文教施設も数多く、通
勤通学の自転車や歩行者が多い路線であり、その一部は鳥取
市交通バリアフリー基本構想の重点整備地区に位置づけられ
ている。
当事業では、歩道幅員が狭く、利用者が危険な状況にさらさ

れている区間について、上記バリアフリー構想を踏まえ、利用
者の安全、円滑な交通の確保、都市景観の向上を図ることを
目的とする。

事 業 目 的

事 業 名：街路上町松並線(大工町工区)整備事業
路 線 名：鳥取都市計画道路３・４・４号上町松並線
事業箇所：鳥取市
事業延長：Ｌ＝５６６ｍ
幅 員：Ｗ＝１８．０ｍ

（車道3.0m×2車線、停車帯1.5m×2、歩道4.5m×2）
総事業費：約３４億円
事業期間：平成１０年度～平成２０年度

本事業は、都市計画道路上町松並線のうち、既設歩道幅
員が１ｍ程度と狭く、安全・円滑な交通に支障をきたしている
区間５６６ｍについて、道路拡幅を行ったものである。
道路拡幅にあわせて電線共同溝を整備し、電線類の地中

化と沿道緑化を進め、バリアフリー化と都市景観の向上を図
り、豊かな都市空間の創出を行った。

事 業 概 要



事 業 位 置 図

全体図（平面図・側面図・横断図）
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○整備効果（定性的）

・安全で安心に通行できる快適な歩道環境の整備

・無電柱化による都市景観の向上

・排水性舗装による騒音の低減

・沿道に位置する明治時代の商家を「城下町とっとり交流館高砂屋」として整備し、農産物市場
を開催するなど、活気を取り戻す活動が始まっている。

上町松並線（大工町工区）の整備効果アピール資料

○事業概要
事 業 名：街路上町松並線（大工町工区）整備事業
路 線 名：鳥取都市計画道路３・４・４号上町松並線

事業箇所：鳥取市大工町頭～鳥取市上魚町
事業延長：Ｌ＝５６６ｍ
幅 員：Ｗ＝１８．０ｍ
総事業費：約３４億円
事業期間：平成１０年度～平成２０年度

○整備効果（定量的）

・バリアフリー化率の向上：７７．２％→８２．６％

（鳥取駅バリアフリー重点整備地区内県管理道路）

・旅行速度の向上：２４．６ｋｍ/ｈ→２５．２ｋｍ/ｈ

城下町とっとり交流館 高砂屋

高砂屋で行われた農産物市 平成１９年６月７日 日本海新聞



事 業 前 写 真

平成１５年６月撮影

平成１５年６月撮影

平成１５年６月撮影



事 業 後 写 真

平成２２年２月撮影

平成２１年４月撮影 平成２１年４月撮影


